
ら
神
奈
川
県
警
察
本
部
と
協
力
し
て
、
災
害
時
の
交

通
規
制
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
幾
つ
か

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
交
通
規
制
案
を
準
備
す
べ
き

と
思
わ
れ
る
。
併
せ
て
、
交
通
規
制
の
た
め
の
器
材

（
バ
リ
ケ
ー
ド
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
等
）
の
配
備
も
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

イ
　
家
屋
が
道
路
側
に
倒
壊
し
て
避
難
、
救
援
、
消

火
活
動
等
の
障
害
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
路
上
の
障

害
物
の
速
や
か
な
撤
去
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
を
確
保
、
配
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

ウ
　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
震
災
対
策
が
落
橋

防
止
等
を
中
心
と
し
て
い
た
た
め
、
鉄
道
上
や
道
路

上
に
か
か
る
橋
梁
の
下
部
工
を
含
め
た
点
検
及
び
補

修
を
、
国
等
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
早
急
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
落
橋
等
が
あ
れ

ば
、
鉄
道
と
道
路
の
両
方
が
通
行
不
能
と
な
り
、
救

援
や
復
旧
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

エ
　
通
信
網
の
混
乱
や
切
断
に
備
え
て
、
ま
た
、
交

通
混
乱
を
考
え
る
と
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
転
車
等
の

二
輪
車
を
区
役
所
や
土
木
事
務
所
に
配
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
も
行
っ
て
い
る

が
、
常
温
合
材
や
砕
石
等
の
十
分
な
備
蓄
が
望
ま
れ

る
。

　
最
後
に
、
今
回
の
現
地
調
査
を
終
え
て
感
じ
た
こ

と
を
一
言
で
表
す
と
、
S
i
m
p
i
ei
s
B
e
s
t
"
で
あ

る
。

〈
道
路
局
街
路
部
次
長
企
画
課
長
〉

４

地
下
鉄
の
被
害
状
況

戸
屋
　
勉

井
口
侃
二

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
下
鉄
技
術
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
神
戸
市
営

地
下
鉄
及
び
神
戸
高
速
鉄
道
の
地
下
構
造
物
の
被
害

状
況
と
応
急
復
旧
方
法
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
の

で
、
報
告
す
る
。

　
（
地
下
鉄
技
術
協
議
会
は
、
地
下
鉄
技
術
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
公
営
と
第
三
セ

ク
タ
ー
の
地
下
鉄
事
業
者
で
組
織
し
た
協
議
会
）

　
な
お
、
今
回
の
報
告
は
、
地
下
構
造
物
に
限
り
、

鉄
道
施
設
と
し
て
同
じ
く
大
き
な
被
害
を
受
け
た
高

架
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
た
い
。

①
ｌ
調
査
行
程

　
平
成
七
年
二
月
九
日
、
大
阪
市
交
通
局
か
ら
神
戸

市
営
地
下
鉄
及
び
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
る
。

　
平
成
七
年
二
月
十
日
、
大
阪
港
か
ら
大
阪
市
の
応

援
職
員
運
搬
船
に
同
乗
し
て
、
神
戸
港
へ
移
動
。
神

戸
市
交
通
局
か
ら
神
戸
市
営
地
下
鉄
と
神
戸
高
速
鉄

道
の
構
造
物
の
形
式
、
被
害
状
況
、
復
旧
状
況
等
の

概
要
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
神
戸
市
営
地
下
鉄
三
宮

駅
、
神
戸
高
速
鉄
道
の
新
開
地
駅
～
大
開
駅
ま
で
の

ト
ン
ネ
ル
構
内
、
大
開
駅
付
近
の
地
表
の
状
態
、
市

営
地
下
鉄
の
上
沢
駅
及
び
そ
の
地
表
付
近
等
を
調
査

し
た
。

　
平
成
七
年
二
月
十
日
、
地
下
鉄
技
術
協
議
会
の
解

散
後
、
阪
神
電
鉄
の
阪
神
御
影
駅
か
ら
三
宮
駅
ま
で

の
高
架
構
造
物
を
中
心
に
被
害
状
況
を
調
査
し
た
。

②
－
神
戸
市
営
地
下
鉄

の
地
下
鉄
の
構
造
概
要

　
神
戸
市
営
地
下
鉄
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
新
長

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
③
震
災
の
被
害
状
況

田
～
名
谷
間
（
五
・
七
キ
ロ
）
を
開
業
し
、
そ
の
後

延
伸
を
重
ね
、
現
在
、
新
神
戸
～
西
神
中
央
間
（
二

二
・
七
キ
ロ
）
の
営
業
を
行
い
一
日
約
二
十
五
万
人

の
輸
送
を
担
っ
て
い
る
。
（
図
－
１
）

　
板
宿
か
ら
東
部
分
の
板
宿
～
新
神
戸
間
は
、
古
く

か
ら
の
市
街
地
に
全
て
開
削
工
法
で
造
ら
れ
た
函
型

断
面
の
構
造
物
で
、
板
宿
か
ら
西
側
部
分
に
つ
い
て

は
、
六
甲
山
系
の
高
台
に
あ
る
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
結
ん
で
お
り
、
開
削
工
法
の
他
、
シ
ー
ル
ド
、
山

岳
ト
ン
ネ
ル
、
堀
割
、
高
架
橋
等
、
い
ろ
い
ろ
な
構

造
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
海
岸
線
と
し
て
新
長
田
上
二
宮
（
約
八
キ

ロ
）
の
建
設
に
着
手
し
て
い
る
。

イ
被
害
の
概
要

例
全
体

構
造
物
に
被
害
を
受
け
た
の
は
、
地
下
構
造
物
で

は
、
三
宮
駅
、
上
沢
駅
及
び
接
し
て
い
る
一
般
部
、
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新
長
田
駅
及
び
東
方
の
一
般
部
の
三
ヵ
所
で
あ
り
、

地
上
構
造
物
で
は
、
名
谷
駅
西
方
に
あ
る
高
架
橋
支

柱
の
一
カ
所
で
、
合
計
四
ヵ
所
で
あ
る
。

　
今
回
の
地
震
で
損
傷
の
激
し
い
部
分
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
中
柱
（
Ｒ
Ｃ
中
柱
）
で
、
ま
と
め
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
表
－
１
）

　
（
イ
）
上
沢
駅
付
近

　
上
沢
駅
は
二
層
二
径
間
で
、
地
下
二
階
は
島
式
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
中
央
に
鋼
管
の
中
柱
が
あ
り
、

軌
道
面
か
ら
上
に
一
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
二
上
二
本
の
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
た
が
、
ク
ラ
ッ

ク
の
大
き
さ
は
、
す
で
に
補
修
作
業
に
入
っ
て
い
た

た
め
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
補
修
状
況
か
ら
す
る

と
数
ミ
リ
と
思
わ
れ
る
ク
ラ
ッ
ク
が
両
側
の
側
壁
に

あ
っ
た
。

　
地
下
一
階
は
コ
ン
コ
ー
ス
と
各
種
の
施
設
室
と
な
っ

て
お
り
、
中
柱
の
材
質
は
、
客
扱
い
す
る
部
分
は
鋼

管
柱
で
あ
る
が
、
各
種
の
施
設
室
は
Ｒ
Ｃ
柱
と
な
っ

て
い
る
。
Ｒ
Ｃ
中
柱
が
大
き
く
破
損
し
て
お
り
、
破

損
の
状
況
は
斜
め
方
向
に
約
十
セ
ン
チ
と
大
き
く
破

断
さ
れ
て
、
か
ぶ
り
の
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
大

き
く
は
が
れ
鉄
筋
が
露
出
し
、
軸
方
向
鉄
筋
が
屈
曲

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
筋
が
分
離
し
て
い
た
。
軸

方
向
鉄
筋
に
囲
ま
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
ぐ
ず

ぐ
ず
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
ぐ
ず
ぐ
ず
に

な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
落
下
し
て
し
ま
い
軸
方
向

鉄
筋
の
み
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
中
柱
以
外
の
側
壁
、

上
床
、
中
床
、
上
床
縦
桁
、
中
床
縦
桁
に
損
傷
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
上
沢
駅
の
長
田
方
は
、
駅
に
連
続
し
て
二
層
二
径

間
の
函
型
断
面
部
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
三
線
構
造

に
な
っ
て
お
り
両
側
が
本
線
、
中
線
が
作
業
用
モ
ー

タ
ー
カ
ー
の
留
置
線
と
な
っ
て
い
る
。
西
行
き
本
線

と
留
置
線
の
間
に
中
柱
が
あ
り
、
束
行
き
本
線
と
留

置
線
と
の
間
に
は
中
柱
が
な
い
左
右
非
対
称
の
構
造

と
な
っ
て
い
る
。

　
地
下
二
階
の
軌
道
階
で
は
、
Ｒ
Ｃ
中
柱
と
側
壁
が

破
損
し
て
い
た
。
破
損
の
状
況
は
、
Ｒ
Ｃ
中
柱
と
側

壁
と
も
駅
部
と
同
様
で
あ
る
が
、
本
数
が
圧
倒
的
に

多
い
。

　
地
下
一
階
は
機
械
換
気
室
、
信
号
機
器
室
等
と
な
っ

て
お
り
、
西
行
き
本
線
の
上
の
部
分
は
洞
道
（
共
同

溝
）
を
抱
き
込
ん
で
お
り
、
Ｒ
Ｃ
中
柱
は
、
軌
道
階

と
同
じ
位
置
に
あ
る
。
地
下
一
階
で
は
、
Ｒ
Ｃ
中
柱

が
破
損
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
、
駅
部
の
中
柱
と

同
様
で
あ
る
が
、
地
下
二
階
で
破
損
し
て
い
る
中
柱

の
上
の
地
下
一
階
の
中
柱
も
破
損
し
て
い
た
。

　
従
来
、
地
下
鉄
で
地
震
の
影
響
を
強
く
受
け
る
の

は
、
出
入
口
及
び
出
入
口
と
本
体
と
の
接
続
部
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
接
続
部
は
全
周
に
わ
た
り
数
ミ
リ

の
ク
ラ
ッ
ク
が
入
り
、
タ
イ
ル
が
剥
が
れ
て
い
た
も

の
の
、
構
造
物
の
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も

の
で
な
く
、
そ
の
他
は
、
特
に
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
上
沢
駅
か
ら
約
二
百
メ
ー
ト
ル
長
田
よ

り
に
あ
る
亘
線
部
（
わ
た
り
せ
ん
ぶ
、
ポ
イ
ン
ト
の

あ
る
箇
所
）
の
一
層
一
径
間
の
部
分
も
異
常
な
か
っ

た
。

　
被
災
延
長
は
、
駅
部
及
び
一
般
部
（
ポ
イ
ン
ト
の

な
い
通
常
の
レ
ー
ル
部
）
合
わ
せ
て
、
約
五
百
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　
（
ウ
）
三
宮
駅

　
三
宮
駅
は
大
半
が
三
層
二
径
間
で
、
地
下
三
階
が

東
行
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
地
下
二
階
が
西
行
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
地
下
一
階
が
コ
ン
コ
ー
ス
、
駅
事

務
室
及
び
機
械
室
と
な
っ
て
い
る
上
下
型
の
駅
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
関
係
か
ら
中

柱
が
断
面
の
中
央
に
な
く
、
左
右
非
対
称
と
な
っ
て

お
り
、
客
扱
い
を
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
及
び
コ
ン

コ
ー
ス
の
中
柱
は
鋼
管
柱
と
な
っ
て
い
る
。
駅
東
方

の
約
五
十
メ
ー
ト
ル
は
地
下
二
階
に
二
径
間
の
変
電

所
を
併
設
し
、
地
下
一
階
は
コ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
使

用
し
て
お
り
、
変
電
所
併
設
部
は
地
下
三
階
が
一
部

欠
け
た
変
則
的
な
三
層
四
径
間
の
構
造
と
な
っ
て
い

る
。

　
被
害
の
程
度
は
、
鋼
管
柱
に
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
地
下
二
階
の
変
電
所
内
部
の
Ｒ
Ｃ
中
柱
、

地
下
一
階
の
機
械
室
の
Ｒ
Ｃ
中
柱
が
破
損
し
て
、
斜

め
に
約
十
セ
ン
チ
の
幅
で
斜
め
断
面
全
部
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な
り
軸
方
向
鉄
筋
が
屈
曲
し
、

か
ぶ
り
の
部
分
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
約
一
メ
ー
ト
ル
剥

が
れ
落
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
筋
が
分
離
し
て
、

鉄
筋
が
露
出
し
て
い
た
。
帯
筋
は
、
は
ず
れ
て
い
る

も
の
や
破
断
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
地
下
三
階
、
地
下
二
階
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
部
に

異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地
下
一
階
の

Ｒ
Ｃ
中
柱
を
除
く
、
側
壁
、
床
版
、
縦
桁
に
も
異
常

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

被
災
延
長
は
、
駅
部
で
約
三
百
十
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

　
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
に
行
け

な
か
っ
た
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

③
－
神
戸
高
速
鉄
道

ア
概
要

　
神
戸
高
速
鉄
道
は
、
東
西
線
と
し
て
、
梅
田
～
三

宮
の
阪
急
電
鉄
、
梅
田
～
元
町
の
阪
神
電
鉄
、
西
代

～
明
石
の
山
陽
電
鉄
の
各
鉄
道
を
結
び
、
山
陽
と
阪

急
及
び
山
陽
と
阪
神
の
相
互
直
通
運
行
が
で
き
る
よ
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う
に
し
、
南
北
線
と
し
て
、
鈴
蘭
台
～
湊
川
の
神
戸

電
鉄
を
湊
川
～
新
開
地
ま
で
延
長
し
、
山
陽
、
阪
急

及
び
阪
神
電
鉄
へ
の
乗
り
換
え
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。
神
戸
高
速
鉄
道
は
、
自
社
で
車
両
を
持

た
ず
四
つ
の
電
鉄
会
社
に
ト
ン
ネ
ル
を
貸
す
第
三
セ

ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
で
あ
る
。

　
高
速
神
戸
主
二
宮
間
の
三
宮
方
が
高
架
構
造
と
な
っ

い
て
る
他
は
、
す
べ
て
開
削
工
法
で
造
っ
た
Ｒ
Ｃ
箱

型
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
東
西
線
（
七
・
ニ
キ
ロ
）

及
び
南
北
線
（
〇
・
四
キ
ロ
）
は
、
昭
和
四
十
三
年

四
月
に
開
業
し
て
い
る
。
（
図
－
２
）

図一２　神戸高速鉄道概念図イ
被
害
の
概
要

　
（
ア
）
新
開
地
～
大
開

　
新
開
地
～
大
開
の
一
般
部
は
、
一
層
二
径
間
で
あ

り
、
被
害
の
程
度
は
、
側
壁
の
中
央
部
分
の
約
一
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
に
二
～
五
本
の
水
平
ク
ラ
ッ
ク
が
は
い

り
、
大
き
い
も
の
で
十
～
十
五
ミ
リ
で
あ
っ
た
。
中

柱
は
、
上
下
端
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
欠
け
て
い
た

が
中
の
鉄
筋
が
見
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

　
漏
水
は
、
普
段
か
ら
多
い
と
聞
い
た
が
、
ト
ラ
フ

台
（
側
壁
下
部
の
動
力
線
ケ
ー
ブ
ル
等
収
納
台
）
か

ら
多
量
に
漏
水
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
ド
レ
ー
ン

（
中
央
部
水
路
、
約
三
十
×
三
十
セ
ン
チ
）
の
三
分

の
二
の
水
量
が
あ
っ
た
。

　
（
イ
）
大
開
駅

　
大
開
駅
は
、
新
開
地
側
の
約
二
十
メ
ー
ト
ル
が
二

層
二
径
間
で
、
土
被
り
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

そ
の
他
は
一
層
二
径
間
で
、
土
被
り
は
約
五
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
相
対
式
で
あ
る
。

　
従
来
、
地
中
構
造
物
は
、
地
盤
が
急
変
す
る
と
こ

ろ
や
地
上
構
造
物
が
上
部
に
あ
る
場
合
等
を
除
き
、

地
震
に
よ
り
地
盤
が
揺
れ
る
と
地
盤
と
一
緒
に
動
く

の
で
、
構
造
物
に
は
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
、
大
開
駅
の
被
害
状
況
を

見
て
愕
然
と
し
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　
Ｒ
Ｃ
中
柱
の
軸
方
向
鉄
筋
が
ち
ょ
う
ち
ん
の
よ
う

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に

な
っ
て
飛
び
出
し
、
半
分
以
上
が
柱
の
跡
形
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
中
柱
が
破
壊
さ
れ
て
い
る

場
所
は
、
上
部
の
と
こ
ろ
、
下
部
の
と
こ
ろ
、
中
程

の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
中
柱

の
と
こ
ろ
の
上
床
は
、
約
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
垂
れ
下

が
り
、
中
柱
か
ら
側
壁
側
ヘ
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
約
五
セ
ン
チ
の
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
し

て
い
た
。
上
床
と
側
壁
の
接
合
部
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な
っ
て
、
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
上
床

の
数
カ
所
か
ら
多
量
の
漏
水
が
し
て
い
た
。

　
路
面
も
上
床
の
崩
落
し
た
直
上
部
が
、
最
大
で
約

二
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
陥
没
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
し
て
い
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
大
開
駅
の
被
害
状
況
は
知
っ
て

い
た
が
、
目
の
当
た
り
に
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
地
中
構
造
物
が
こ
れ
ほ
ど
に
破
壊
さ
れ
る
と
は
、

考
え
た
こ
と
も
な
く
、
身
震
い
を
し
た
。
（
図
－
３
）

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
③
震
災
の
被
害
状
況

④
｜
復
旧
方
法
等

　
神
戸
市
営
地
下
鉄
は
、
地
震
翌
日
の
一
月
十
八
日

に
安
全
確
認
の
結
果
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
な

い
板
宿
～
西
神
中
央
間
の
運
行
を
再
開
し
た
。
ま
た
、

中
柱
に
被
害
を
受
け
た
板
宿
～
新
神
戸
間
に
つ
い
て

は
、
被
害
を
受
け
た
中
柱
の
脇
に
Ｈ
鋼
で
仮
支
柱
を

建
て
応
急
復
旧
を
し
た
後
、
新
長
田
、
上
沢
、
三
宮

の
各
駅
に
電
車
を
停
車
さ
せ
な
い
方
法
で
、
二
月
十

六
日
に
運
行
を
再
開
し
た
。
本
復
旧
方
法
に
つ
い
て

は
、
検
討
中
で
あ
る
。

　
神
戸
高
速
鉄
道
は
復
旧
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
中

で
あ
る
。

⑤
－
お
わ
り
に

　
神
戸
市
営
地
下
鉄
及
び
神
戸
高
速
鉄
道
の
構
造
物

の
破
損
状
況
を
現
地
調
査
し
て
、
あ
ら
た
め
て
地
震

力
の
す
ご
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
今
回
の
よ
う
な

直
下
型
で
大
規
模
な
地
震
は
、
経
験
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
で
、
今
後
、
地
下
構
造
物
に
作
用
し
た
地
震

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
家
族
や
自
宅
が
被
災
し
て
い
る
神
戸
市
交
通
局
の

職
員
も
多
く
、
混
乱
し
て
い
る
中
で
市
民
の
足
の
確

保
の
た
め
、
早
期
の
復
旧
に
懸
命
な
努
力
を
し
て
い

る
な
か
、
私
ど
も
地
下
鉄
技
術
協
議
会
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
神
戸
市
交
通
局
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
先
進
的
な
街
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
神
戸
市
が
一
日
も
早
く
復
興
し
、
震
災
前
に
も

増
し
て
、
魅
力
的
な
街
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ

の
報
告
と
す
る
。

　
〈
戸
屋
＝
交
通
局
技
術
監
理
担
当
課
長
／
井
口
＝
同

局
施
設
課
長
〉

図―３　大開駅の被害状況右図付近の状況
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